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糖能評価と 13C-GBT を行った。インスリン負荷試験（ITT）では control群を含む 4種全てのマウスで血糖低下
を認めた。経口糖負荷試験（OGTT）では 3 種のノックアウトマウス全てにおいて、個体レベルでの耐糖能異






在せず、むしろ iLIRKO マウス、iLMIRKO マウスでは呼気 13CO2排出量が著明に増加し、肝臓でのインスリ
ン作用不全は、個体全身ではグルコース酸化を促進する方向に働くことが明らかとなった。本研究は 13C-GBT
を実験動物に適応し、経口摂取したグルコースが個体レベルで酸化される状況を経時的に解析した最初の報告
である。さらに、この手技を用いることにより、肝臓や骨格筋におけるインスリン作用が低下した状況下で、
これら以外の第三の組織におけるグルコース酸化、つまり、糖利用の著明な亢進が明らかとなった。この結果
は個体レベルでの糖代謝調節の新たな機序を示唆するものであり、13C-GBT の測定の簡便性と非侵襲性、高い
再現性と併せて、実臨床での新たな糖代謝評価法の開発に繋がるものと期待される。 
